
無病息災を願い、獅子が舞う

主な内容

●特集　がんばる産直市！

●オートバイのリサイクルにご協力を！

●第10回宮リバー度会パーク春まつり

●災害に強いまちを目指して
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安
心
で
美
味
し
い
も
の
を

で
は
、
こ
の
『
地
産
地
消
』
の

良
い
と
こ
ろ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

生
産
者
の
顔
の
見
え
る
安
心
で

き
る
農
作
物
を
、
短
距
離
輸
送
に

よ
り
い
た
み
も
少
な
く
、
よ
り
新

鮮
で
美
味
し
い
も
の
を
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

旬
を
知
り
、
そ
の
味
覚
を
味
わ
う

こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、食
料
自
給
率
の
向
上
や
、

地
域
の
農
林
水
産
業
の
活
性
化
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
挙
げ
ら

特
集　

が
ん
ば
る
産
直
市
！

最
近
で
は
、
新
品
種
の
開
発
や

栽
培
技
術
の
進
歩
で
、
年
間
を
通

じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
季
節
の
野
菜
な

ど
を
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
見
か
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

季
節
を
問
わ
ず
食
べ
る
こ
と
の

で
き
る
野
菜
な
ど
は
、
き
っ
と
皆

さ
ん
の
食
生
活
を
豊
か
に
し
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
中
で
、
地
域
で
生
産
さ

れ
た
も
の
を
地
域
で
消
費
す
る
と

い
う
『
地
産
地
消
』
と
い
う
動
き

が
あ
る
こ
と
を
、
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。

れ
ま
す
。

産
直
市
で
地
産
地
消
!

町
内
で
は
『
地
産
地
消
』
を
目

的
に
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
と
し
て

『
バ
ザ
ー
ル
わ
た
ら
い
産
直
市
』

が
、
月
に
２
回
、『
バ
ザ
ー
ル
わ

た
ら
い
』
で
、
度
会
町
を
中
心
と

す
る
地
域
の
農
作
物
な
ど
を
販
売

し
て
い
ま
す
。
地
域
の
消
費
者
の

方
に
、
直
接
、
地
元
で
取
れ
た
も

の
を
提
供
す
る
こ
と
で
『
地
産
地

消
』
活
動
を
推
進
し
、
消
費
者
や

生
産
者
な
ど
の
喜
び
と
す
る
こ
と

を
目
指
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
産
地
消
を
実
感
!

ほ
と
ん
ど
の
販
売
者
の
方
は
、

生
産
者
す
な
わ
ち
農
家
の
方
で
、

専
ら
自
家
用
に
栽
培
し
た
も
の
を

取
り
分
け
販
売
し
て
い
ま
す
の

で
、
産
直
市
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
の
新
鮮
で
安
全
な
食
材
が
た

く
さ
ん
揃
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
生
産
者
の
名
札
が
付
け
ら
れ

て
お
り
、
安
心
し
て
買
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

地
域
を
守
る
!

地
産
地
消
は
、
も
っ
と
地
域
の

人
に
地
域
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

い
、
食
と
農
と
環
境
の
こ
と
を
考

え
な
が
ら
、
地
域
を
大
切
に
し
守

っ
て
い
こ
う
と
い
う
心
を
育
み
、

地
域
で
暮
ら
す
人
々
の
心
を
も
豊

か
に
す
る
こ
と
へ
と
つ
な
が
る
の

で
す
。

〜
地
産
地
消
か
ら
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
へ
〜

特
集　

が
ん
ば
る
産
直
市
！

寒い中、安心で美味しいものを求め集まる皆さん

野菜を吟味する
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食
文
化
の
見
直
し　

ま
た
、
一
方
で
は
伝
統
的
な
食

材
や
そ
れ
を
生
産
す
る
生
産
者
、

生
産
環
境
を
守
っ
て
い
こ
う
と
い

う
『
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
』
と
呼
ば
れ

る
動
き
も
広
が
り
を
見
せ
て
き
て

い
ま
す
。

消
え
て
い
く
恐
れ
の
あ
る
伝
統

的
な
食
材
や
料
理
な
ど
質
の
良
い

食
品
な
ど
を
守
る
ほ
か
、
質
の
良

い
素
材
を
提
供
す
る
小
生
産
者
を

守
り
、
さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
を
含

め
た
消
費
者
に
味
の
教
育
を
進
め

よ
う
と
す
る
食
文
化
の
見
直
し
が

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

産
直
市
で
ス
ロ
ー
フ
ー
ド

産
直
市
で
は
、
農
家
な
ら
で
は

の
野
菜
な
ど
の
育
て
方
、
ま
た
そ

れ
ら
食
材
を
使
っ
た
地
元
料
理
や

新
し
い
料
理
の
仕
方
な
ど
も
教
え

て
も
ら
え
ま
す
。

新
鮮
で
安
全
、
安
心
な
野
菜
な

ど
を
使
い
、
漬
け
物
な
ど
の
加
工

食
品
も
販
売
し
て
い
ま
す
。
い
た

み
は
少
し
早
い
で
す
が
、
安
心
し

て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
地
元
で
生
産
さ
れ
た
食

材
を
使
い
、
手
作
り
を
勧
め
る
講

習
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
伝
統
的

な
食
材
な
ど
質
の
良
い
食
品
を
守

り
、
消
費
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
味
へ

の
繊
細
な
感
覚
を
培
え
る
よ
う
な
、

食
文
化
の
見
直
し
に
も
ひ
と
役
か

っ
て
い
ま
す
。

心
が
け
が
大
切
!

私
た
ち
が
無
理
せ
ず
簡
単
に
で

き
る
『
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
』
と
は
、

食
べ
る
こ
と
を
楽
し
む
こ
と
、
仲

間
と
食
卓
を
囲
む
喜
び
を
知
る
こ

と
で
す
。

忙
し
い
か
ら
と
い
っ
て
な
お
ざ

り
に
せ
ず
、
質
の
よ
い
食
材
を
選

ん
で
、
自
分
で
作
っ
て
、
体
に
も

心
に
も
お
い
し
い
食
事
を
ゆ
っ
く

り
味
わ
う
と
い
っ
た
、
食
に
前
向

き
な
心
が
け
が
、
大
切
に
な
っ
て

き
ま
す
。

手作り講習会 豆腐作りに挑戦

去る２月４日、町保健センターでバザールわたらい産直市に
よる豆腐作り講習会に、３０名の方が参加し、手作り豆腐の楽
しさを味わいました。
産直市のメンバーで、豆腐店を営む井口ゆき子さん（南中村）
に、指導を受けながら、大豆を煮て豆乳を搾り、にがりを入れて、
手作りならではの滑らかで甘みのある豆腐を作っていました。

豆
腐
を
初
め
て
作
り
ま
し
た
。

に
が
り
を
入
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ

が
難
し
い
な
ぁ
。
加
減
も
ん
や
な

ぁ
。で

も
美
味
し
か
っ
た
し
、
楽
し

か
っ
た
わ
。

豆
腐
作
り
は
、
簡
単
な
こ
と
や

け
ど
難
し
い
ん
さ
な
ぁ
。

今
日
、
う
ま
く
い
か
な
く
て
も
、

今
度
は
う
ま
く
豆
腐
が
で
き
る
と

思
う
。

地
産
地
消
を
目
的
と
し
、
産
直

市
な
ら
で
は
の
新
鮮
で
安
全
、
安

心
な
野
菜
や
加
工
品
を
販
売
し
て

い
き
た
い
で
す
。

野
菜
な
ど
の
育
て
方
、
料
理
の

仕
方
も
そ
の
場
で
お
答
え
し
ま

す
。
ま
た
、
講
習
会
な
ど
も
開
催

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
産
直
市
を
地
域
の
皆

さ
ん
に
ぜ
ひ
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
み
ん
な
で
元
気
に
言

葉
を
掛
け
合
い
、
が
ん
ば
っ
て
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。

講習会に参加した
福井 みいさん（大野木）

地元のものを

ぜひ、どうぞ！

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

豆腐作りの講師
井口ゆき子さん（南中村）

バザールわたらい産直市
代表　山下 良子さん

　　　　　（大野木）

漬け物などの加工食品

バザールわたらい産直市
次回開催日は、３月20日（日）です。
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二輪車リサイクルシステムの引取対象になるオートバイとは・・・

リサイクルシステム実施事業者 リサイクル料金 リサイクルシステム実施事業者 リサイクル料金

本田技研工業（株） 4,120円 （株）キムコ・ジャパン 4,120円
ヤマハ発動機（株） 4,120円 （株）プレストコーポレーション 4,200円
スズキ（株） 4,120円 （株）ブライト 6,750円
川崎重工業（株） 4,120円 ドゥカティジャパン（株） 6,750円
（株）成川商会 4,120円 ビー・エム・ダブリュー（株） 6,750円
（株）カジバ・ジャパン 6,500円 トライアンフジャパン（株） 6,750円
（有）アプリリアジャパン 6,800円 （株）エムズ商会 4,120円

（株）福田モーター商会 6,300円

※平成１７年４月１日以降でも、リサイクルシステム実施事業者以外の１２５㏄未満のオートバイにあっては、従前
どおり伊勢広域環境組合清掃工場で受け入れます。また、リサイクルシステム実施事業者のオートバイであっても廃
棄二輪車取扱店または指定引取窓口でお引取りできない場合、伊勢広域環境組合清掃工場で受け入れます。（ただし、
１２５㏄未満のオートバイに限ります。）

昨年 10 月１日から、本田技研工業㈱、ヤマハ発動
機㈱、スズキ㈱、川崎重工業㈱の国内二輪製造事業者
４社は参加輸入業者 11 社とともに、オートバイのリ
サイクルに関する自主取り組みを開始しています。
現在、伊勢広域環境組合清掃工場においては、
125 ㏄未満のオートバイを受け入れていますが、平成
17 年４月１日からは、この『二輪車リサイクルシス
テム』を支援するため、清掃工場での受け入れはでき
なくなります。

本システムに参加する事業者（下表参照）のオートバイ、原付自転車がリサイクルの引取対象となります。
部品取り後の状態となっていないことが引取りの前提となります。また、ごみ類、後付け部品などは事前に取り
除いていただく必要があります。車両の状態によっては引取りできないこともあります。
■引取対象外車両・・・　サイドカー（側車）　・　バギー車　・　電動キックボード　・　ミニカー

オートバイのリサイクルに

ご協力を！

参加事業者のオートバイリサイクル料金一覧

オートバイ　リサイクル　
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廃棄二輪車取扱店へ持ち込みの場合 指定引取窓口へ持ち込みの場合

※廃棄二輪車取扱店、本システムの詳細については、二輪車リサイクルコールセンターへ、お問い合わせく
ださい。
☎０３－３５９８－８０７５　受付時間　午前９時３０分～午後５時（土・日・祝日を除く）

▶問 合 先　役場環境施設課（☎６２－２４１５）　

■二輪車リサイクルマーク・・・本システムに参加する事業者（４ページ一覧表参照）は、平成１６年１０月１日
以降新たに販売するオートバイに順次左の二輪車リサイクルマークを貼付して
販売しています。
二輪車リサイクルマークが貼付されたオートバイのリサイクル料金は、あらか
じめ支払われていますので、廃棄時の引取りには必要はありません。

•負担料金・・・収集・運搬料金
•廃棄二輪車を引き渡します。
収集・運搬料金は、廃棄二輪車取扱店へ直接
お支払いください。

•収集・運搬料金は、廃棄二輪車取扱店へお尋
ねください。

•負担料金・・・なし
•廃棄二輪車を引き渡します。

•負担料金・・・リサイクル料金＋収集・運搬料金
•店頭に備え付けの専用払込票で、リサイクル料
金を郵便局で払い込みます。
払込票とともに廃棄二輪車を引き渡します。
収集・運搬料金は、廃棄二輪車取扱店へ直接お
支払いください。

•リサイクル料金は、　４ページの一覧参照。
収集・運搬料金は、廃棄二輪車取扱店へお尋ね
ください。

•廃棄二輪車取扱店・・・右
のステッカーが店頭に掲示
されています。

•負担料金・・・リサイクル料金
•指定引取窓口に備え付けの専用払込票で、リサ
イクル料金を郵便局で払い込みます。
払込票とともに廃棄二輪車を引き渡します。

•リサイクル料金は、４ページの一覧参照。
•指定引取窓口・・・夏山金属（株）
　　　　　　　　　　伊勢市上地町２６８５
　　　　　　　　　　☎２５－１１０１
※廃棄時には、登録ナンバー返却などの法律上の
手続きが別途必要となります。

二輪車リサイクルマークなし車

オートバイの処分方法

二輪車リサイクルマーク付き車

廃棄二輪車取扱店へ持ち込みの場合 指定引取窓口へ持ち込みの場合
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第10回 宮リバー度会パーク宮リバー度会パーク宮リバー度会パーク

送迎車運行表
◆行き

◆帰り
中川線・一之瀬線ともに
下記の時間に運行します。
［度会中学校前］
15：00 発
16：00 発（予定）

※主要地区の出発時刻を掲載しました。三重交通の各停留所でとまりますので、時間を想定
してお待ちください。

中川線 一之瀬線
主要地区 １便 ２便 主要地区 １便 ２便

注 連 指 8：30 9：30 中 村 8：30 9：30
麻 加 江 8：40 9：40 脇 出 8：35 9：35
長 原 8：45 9：45 木 越 8：45 9：45
平 生 8：50 9：50 中 之 郷 8：50 9：50
度会中学校前 9：00 10：00 度会中学校前 9：00 10：00

イベントを展開します。フィナーレにはもちまき
大会と盛りだくさんの内容でいっぱいです。
※詳しくは、３月27日（日）の新聞折り込みチ
ラシをご覧ください。
▷問合先　役場産業振興課内第10回宮リバー度

会パーク春まつり実行委員会事務局
（☎62－2416）

送迎車をご利用ください
中川線・一之瀬線に送迎車（ジャンボタクシー、９人乗り、無料）を運行します。運行予定時刻は別表をご覧くだ
さい。
また、自家用車の乗り合わせや、お近くの方は徒歩での参加にご協力ください。
※送迎車の時間設定は、目安としてお考えいただき、状況によっては、ご乗車いただけない場合が発生するかもしれ
ませんので、ご了承ください。

見て、遊べて、食べて楽しめる催しがいっぱい
の『第10回宮リバー度会パーク春まつり』を、
来る４月３日（日）、今年も宮リバー度会パーク
を会場に開催します。
会場内では、各種共催・協賛団体の模擬店や小

イベント、一般参加のフリーマーケットをはじめ、
ジャズや二胡、度会中学校吹奏楽部の演奏、度会
鏡太鼓と玉丸城太鼓の共演など、楽しいステージ

日　時　　４月３日（日）午前10時から午後２時30分まで
会　場　　宮リバー度会パーク

度会鏡太鼓の皆さん

玉丸城太鼓の皆さん
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平
成
16
年
度
茶
品
評
会
の
褒
賞

伝
達
式
が
、
去
る
２
月
４
日
、
役

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

品
評
会
に
出
品
さ
れ
た
31
点
か

ら
関
西
品
評
会
で
５
点
、
伊
勢
茶

品
評
会
で
８
点
が
入
賞
し
、
大
野

町
長
か
ら
賞
状
の
伝
達
と
町
か
ら

の
記
念
品
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

入
賞
者
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
、
産
地
に
ふ
さ
わ

し
い
良
い
お
茶
が
栽
培
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

入
賞
者（
敬
称
略
）

関
西
茶
品
評
会

【
普
通
煎
茶
の
部
】

１
等

全
国
茶
商
工
協
同
組
合
連
合
会
理

事
長
賞

廣　
　
　

毅　
（
棚　

橋
）

３
等中

村　

順
一　
（
棚　

橋
）

中
西　

善
行　
（
平　

生
）

大
西　
　

保　
（
棚　

橋
）

畑
中　

勇
作　
（
立　

岡
）

伊
勢
茶
品
評
会

【
普
通
煎
茶
の
部
】

１
等

農
林
水
産
大
臣
賞
・
三
重
県
知
事

賞
西
村
美
佐
子　
（
大
野
木
）

２
等中

森　
　

慰　
（
大
久
保
）

関西・伊勢茶品評会で

13点が入賞

体育指導委員
　　功労者表彰を受賞

　辻本　和仁 さん

（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か

ら
平
成
16
年
度
宝
く
じ
普
及
広
報

事
業
の
助
成
を
受
け
、
太
鼓
一
式

（
欅

け
や
き

長な
が

胴ど
う

太
鼓
５
、
締し

め

胴ど
う

太
鼓
３
、

桶お
け

胴ど
う

太
鼓
２
、
置
台
10
）
を
購
入

し
ま
し
た
。

平
成
17
年
度
公
民
館
活
動
に
自

主
講
座
を
開
設
し
、
太
鼓
の
練
習

な
ど
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

醸
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

宝くじ助成で
　　太鼓を購入

度会町体育指導委員として町内社会体育の
分野で活躍されている辻本和仁さん（麻加江）
が、このほど第５２回東海四県体育指導委員
研究大会にて、東海四県体育指導委員功労者
表彰を受賞されました。
昭和６３年から度会町体育指導委員とし
て、ビーチボールやグラウンドゴルフなど、
地域のさまざまなスポーツの振興に貢献され
たことが高く評価されたものです。
この受賞を受け、辻本さんは、「町民の皆
さんのご協力と今まで一緒にやってきた体育
指導委員のメンバーの皆さんに恵まれ長く続
けることができました。今後は、普段運動を
していない方や障害者の方などを含め、さま
ざまな年齢層でできる運動に取り組んでいき
たいです。」と、体育指導委員としての思い
を語ってくれました。
おめでとうございました。

Ｊ
Ａ
伊
勢
緑
茶
加
工
セ
ン
タ
ー

Ｂ　
　
　
　
　
（
平　

生
）

３
等畑

中　

藤
治　
（
立　

岡
）

Ｊ
Ａ
伊
勢
緑
茶
加
工
セ
ン
タ
ー

Ａ　
　
　
　
　
（
平　

生
）

【
深
む
し
煎
茶
の
部
】

２
等Ｊ

Ａ
伊
勢
緑
茶
加
工
セ
ン
タ
ー

Ｂ　
　
　
　
　
（
平　

生
）

Ｊ
Ａ
伊
勢
緑
茶
加
工
セ
ン
タ
ー

Ａ　
　
　
　
　
（
平　

生
）

３
等Ｊ

Ａ
伊
勢
緑
茶
加
工
セ
ン
タ
ー

Ｃ　
　
　
　
　
（
平　

生
）

ま
た
、
昨
年
９
月
15
日
、
鹿
児

島
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
手
も
み

茶
技
術
競
技
会
で
、
中
森
大
さ
ん

（
大
久
保
）
の
所
属
す
る
三
重
県

手
も
み
茶
技
術
伝
承
保
存
会
の
皆

さ
ん
が
、
昨
年
の
静
岡
大
会
に
続

い
て
２
年
連
続
準
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
。

伝達を受ける廣さん

賞状を受け取る中森さん
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さわやかなマナーが行きかうみえの道

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
で
一
番
身
近
な
災
害
と
し
て
、
交
通
事
故
災
害

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

身
近
な
災
害
と
は
い
え
、
交
通
事
故
も
い
つ
起
こ
る
か
は
、
誰
に
も
予

測
が
つ
き
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
、
い
つ
自
分
が
加
害
者
に
、
ま
た
被
害
者

に
な
る
の
か
分
か
ら
な
い
の
で
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
交
通
事
故
の
防
止
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
生
活
に
ゆ
と
り
を

交
通
事
故
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど

が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
か
ら
起

こ
っ
て
い
ま
す
。「
急
い
で
い
た
」

と
か
、「
ほ
か
の
こ
と
を
考
え
て

い
た
」
な
ど
外
出
時
に
お
い
て
危

険
意
識
を
持
つ
こ
と
な
く
、『
自

分
優
先
意
識
』
で
行
動
を
し
て
い

た
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
も
っ
と
周
囲
に

注
意
を
払
え
る
よ
う
に
、
生
活
に

ゆ
と
り
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

自
宅
付
近
で
も
油
断
し
な
い
！

①
道
路
を
横
断
す
る
時
は
、
横
断

歩
道
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

必
ず
左
右
を
見
て
、
遠
方
の
車

や
過
ぎ
た
車
の
陰
の
車
に
も
注

意
し
て
、
ど
ち
ら
か
ら
も
車
が

来
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら

横
断
し
ま
し
ょ
う
。

②
歩
道
の
な
い
道
路
を
歩
く
時
は
、

必
ず
右
側
を
歩
き
、
車
に
背
を

向
け
て
歩
か
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

③
夜
や
夕
方
の
外
出
時
に
は
、
で

き
る
だ
け
明
る
い
（
白
や
黄
色

な
ど
）
服
装
を
す
る
か
、
反
射

材
を
付
け
る
な
ど
し
、
ド
ラ
イ

バ
ー
か
ら
早
く
発
見
さ
れ
る
よ

う
に
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

自
転
車
に
乗
ら
れ
る
皆
さ
ん
へ

自
転
車
も
車
の
仲
間
で
す
！

自
転
車
も
道
路
交
通
法
に
定
め

ら
れ
た
、
正
し
い
走
り
方
を
し
て

く
だ
さ
い
。

①
一
時
停
止
場
所
で
は
、
必
ず
一

旦
停
止
を
し
、
交
差
点
で
は
、

周
囲
の
安
全
を
確
認
し
て
か
ら

進
み
ま
し
ょ
う
。

②
道
路
を
横
断
す
る
時
は
、
斜
め

横
断
は
絶
対
に
や
め
、
一
旦
停

止
し
、
左
右
の
確
認
を
し
て
か

ら
横
断
し
ま
し
ょ
う
。

③
歩
道
を
走
る
場
合
に
は
、
安
全

な
速
度
で
、
周
囲
に
十
分
注
意

し
て
走
り
、
歩
行
者
が
い
る
時

に
は
、
一
旦
停
止
し
て
、
歩
行

者
の
妨
害
を
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

④
夕
方
、薄
暗
く
な
っ
て
き
た
ら
、

早
め
に
ラ
イ
ト
を
つ
け
て
、
周

囲
に
自
転
車
の
存
在
を
知
ら
せ

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

運
転
に
集
中
、

７
つ
の
注
意
点
！

①
運
転
中
は
、
わ
き
見
や
、
ぼ
ん

や
り
運
転
を
せ
ず
、
運
転
に
集

中
し
ま
し
ょ
う
。

②
携
帯
電
話
、
た
ば
こ
、
カ
ー
・

オ
ー
デ
ィ
オ
な
ど
の
操
作
に
気

を
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
携
帯
電
話
の
使
用
な
ど

に
対
し
て
は
罰
則
も
あ
り
ま
す
。

③
信
号
の
確
認
は
も
ち
ろ
ん
、
一

時
停
止
の
標
識
の
あ
る
と
こ
ろ

で
は
、
必
ず
停
止
し
、
左
右
の

安
全
を
確
認
し
て
か
ら
、
発
進

し
ま
し
ょ
う
。

④
歩
行
者
や
自
転
車
に
乗
っ
た
方

が
い
る
時
は
、
そ
の
動
き
に
注

意
し
、
安
全
な
速
度
と
間
隔
を

と
っ
て
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
夕
方
、
薄
暗
く
な
っ
て
き
た
時

は
、早
め
に
ラ
イ
ト
を
つ
け
て
、

周
囲
に
車
の
存
在
を
知
ら
せ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
飲
酒
運
転
は
、
大
き
な
事
故
に

つ
な
が
り
ま
す
。
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

⑦
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
必
ず
着
け
ま
し
ょ
う
。

同
乗
者
の
方
に
も
必
ず
着
け
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

思
い
や
り
を
大
切
に

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で
の
交
通
事

故
防
止
策
を
考
え
て
み
ま
し
た
が
、

と
に
か
く
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
の
よ
う
な
立

場
で
あ
っ
て
も
、
相
手
を
思
い
や

る
気
持
ち
が
、
周
囲
に
対
す
る
注

意
と
な
り
、
交
通
事
故
防
止
へ
と

つ
な
が
る
よ
う
で
す
。
皆
さ
ん
の

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
は
、
皆

さ
ん
の
思
い
や
り
が
大
切
で
す
。

一列通行をする中学生徒の皆さん
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

４
月
６
日（
水
）〜
15
日（
金
）

●
運
動
の
基
本

•
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

●
運
動
の
重
点

•
飲
酒
運
転
の
追
放

•
二
輪
車
の
安
全
利
用
の
推
進

•
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

交
通
安
全
街
頭
指
導
を
実
施

町
で
は
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
街
頭
指
導
を
実
施
し
ま

す
。

▽
開
催
日
時　

４
月
９
日
（
土
）　

午
前
７
時
30
分
〜

▽
開
催
場
所　

大
野
木
地
内
交
差
点
付
近

度
会
町
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

率
が
低
い
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
車
に
乗
っ
た
ら
必
ず
ベ
ル
ト

を
し
め
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。ま

た
、
お
年
寄
り
が
車
に
は
ね

ら
れ
る
事
故
が
多
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。お
年
寄
り
を
見
か
け
た
ら
、

注
意
し
て
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。

４
月
か
ら
新
学
期
も
始
ま
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
通
学
に
も
注

意
が
必
要
で
す
。

ま
ず
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
と
心
を
引
き
締
め
た
、

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

伊
勢
地
区
交
通
安
全
協
会

　

度
会
支
部
長

玉
村　

哲 

さ
ん（
田
間
）

万一の交通事故に備えて、県民の皆さんでお互いに支
えあっている、三重県交通災害共済への加入をおすすめ
します。
家族そろって、ぜひご加入ください。
被害者、加害者の区別なく、見舞金を給付しています。
自転車で転倒した場合も含め、交通事故にあったらま

ず警察に届けましょう。

▷問合先　役場総務財政課（☎６２－１１１１）

三重県交通災害共済に加入しましょう！

掛金 年額500円で
2,400倍の保障　見舞金最高120万円

車を運転中、
電柱などに衝突して
ケガをした。

車に
はねられて
ケガをした。

車と車が
ぶつかり
ケガをした。

ミニバイクで走行中、
左折するトラックに
まき込まれて
ケガをした。

安全運転にこころがけましょう

駐在さんによる街頭指導
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西
野
た
け
し
指
導

茶
の
実
句
会
抄　

2
月
17
日

各種調査に

ご協力をお願いします

国
勢
調
査
の
年
で
す
！

厚
生
労
働
省
で
は
毎
年
人
口
動

態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
調
査
は
皆
さ
ん
か
ら
の
出
生
・

死
亡
・
死
産
・
婚
姻
お
よ
び
離
婚

の
各
届
書
を
も
と
に
、
出
生
や
死

亡
の
状
況
な
ど
を
調
べ
る
も
の
で

す
が
、
国
勢
調
査
の
行
わ
れ
る
年

に
は
、
届
書
に
職
業
の
記
入
も
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
死
亡

届
に
は
、
併
せ
て
産
業
の
記
入
も

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
今
後
の
保
健
福

祉
の
向
上
の
た
め
の
統
計
資
料
と

し
て
活
用
し
ま
す
。

本
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
届
出
を
さ
れ
る
方
々

に
は
ご
面
倒
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

▽
調
査
期
間　

平
成
17
年
４
月
１

日
〜
平
成
18
年
３
月
31
日

▽
調
査
対
象
者　

出
生
届
・
死
亡

届
・
死
産
届
・
婚
姻
届
お
よ
び

離
婚
届
の
届
出
を
さ
れ
る
方
々

▽
調
査
方
法　

各
届
書
の
届
出
を

さ
れ
る
と
き
に
、
そ
れ
ぞ
れ
職

業
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

届
出
を
す
る
市
区
町
村
役
場
の

窓
口
で
『
出
生
届
・
死
亡
届
・
死

産
届
・
婚
姻
届
・
離
婚
届
を
さ
れ

る
方
に
お
願
い
（
職
業
・
産
業
例

示
表
）』
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

参
考
の
上
、
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

窓
口
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
先　

役
場
町
民
課
戸
籍
住

民
係
（
☎
６
２
―
２
４
１
１
）

国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
『
住

宅
市
場
動
向
調
査
』
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

調
査
対
象
期
間
中
に
新
た
に
住

宅
を
取
得
さ
れ
た
方
や
賃
貸
住
宅

へ
入
居
さ
れ
た
方
、
ま
た
は
住
宅

の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
実
施
さ
れ
た
方

を
対
象
に
、
住
宅
資
金
の
調
達
方

法
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
今
後
の
住
宅
政
策
の
検
討

お
よ
び
立
案
の
基
礎
資
料
の
作
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
票
の
郵
送
が
あ
っ
た
場
合

や
調
査
員
が
お
伺
い
し
た
と
き
は
、

本
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
先　

国
土
交
通
省
住
宅
局

住
宅
政
策
課
（
☎
０
３
―
５
２

５
３
―
８
１
１
１　

内
線
３
９

２
３
４
）

父
の
忌
の
北ほ

く

斗と

ま
た
た
き
牛
眠
る

大
野
木　

串
田　

冬
扇

忌
の
膳ぜ

ん

に
な
ら
ぶ
器う

つ
わ

も
春
の
色

棚　

橋　

松
本　

貞
子

春
立
つ
や
視
線
を
ぐ
っ
と
上
げ
よ

う
か

茶
屋
広　

河
村　
　

鈴

日ひ

脚あ
し

伸
ぶ
大
縄
跳
び
の
地
の
窪く

ぼ

み

葛　

原　

中
井　

和
子

咲
き
初そ

む
る
緋ひ

寒か
ん

桜さ
く
らや
志
士
の
墓

大
久
保　

浦
田　

フ
ユ

家い
え

苞づ
と

に
伏
見
人
形
一
の
午う

ま

大
野
木　

西
村　
　

永

大
寒
に
入
り
て
緋
鯉
の
身
じ
ろ
が

ず

麻
加
江　

中
嶋　

久
子

白
梅
の
古
木
と
な
り
し
庭
の
景け

い

長　

原　

中
西　

定
雄

平
成
16
年
度

『
住
宅
市
場

動
向
調
査
』を実

施

『
人
口
動
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去る１月１７日、県立度会養護学校中学部の生徒の皆さんが、パン
ジーなどを植えたプランターを、地域福祉センターや郵便局、役場な
どに届けてくれました。
「総合的な学習の時間に、苗から植え、育てたので、役場に置いて育ててください。」と、元気よく渡してくれました。

去る１月３１日、町子育て支援センターで、生後６か月までのお
子さんとその保護者の方を対象に『赤ちゃんタッチケア』が開催さ
れました。
暖かい部屋で、お母さんがわが子に優しくマッサージをすると、
中にはすやすやと眠ってしまう赤ちゃんもいるほどで、皆さんリ
ラックスし、親と子の肌の触れ合いを楽しんでいました。

鬼はそと、福はうち

去る２月３日、町内各保育所
で、節分行事として豆まきが行
われました。
南中村保育所では、節分の話
を聞いたり、歌ったりした後、自
分で作った鬼の面をかぶり、元
気に豆まきを楽しんでいました。

去る１月３０日、町体育協会主催による第６回宮リバー度会パーク
ジョギング大会が、開催されました。
町内外から参加した２３３人の皆さんは、健康の維持・増進を目的に
元気に走りました。
ゴールでは、走り終えた選手のために、町茶業組合の皆さんからわた

らい茶、町食生活改善推進協議会の皆さんから豚汁が振る舞われました。
競技終了後には、町内外の事業所から協賛いただいた自転車などが当たる抽選会が行なわれ、楽しいひとときを
過ごしました。

『赤ちゃんタッチケア』で気持ちいい！

私たちのお花　育ててね！

第６回宮リバー度会パークジョギング大会を開催
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3月

March

バザールわたらい産直市
次回開催日は、３月20日㈰、４月３日㈰です。
※４月３日は春まつり会場での開催となります。

▶問合先
　役場産業振興課（☎62－2416）

町営診療所（脇出･麻加江）

３月３１日で廃止

町営診療所は、昭和４９年に診療を開始して以来３０
年間、各方面のご協力を得て地域医療の場として、町民
の方々にご利用いただき、診療を続けてまいりました。
医師の確保が困難な状況の中、地域医療継続のため山
田赤十字病院に派遣を依頼してきましたが、誠に残念で
はございますが、平成１７年３月３１日をもちまして診
療所を廃止することになりました。
皆さまには、大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご理
解、ご了承くださいますようお願いいたします。
▶問 合 先　役場健康福祉課（☎６２－２４１３）

指名願いを受付中

▶受付期限　３月３１日（木）まで
▶提出場所　〒５１６－２１９５

度会町棚橋１２１５－１
度会町役場　総務財政課

▶提出方法　郵送・持参　どちらでも可
▶提出様式　三重県様式
▶有効期間　平成１７年４月１日～平成１９年３月３１日
▶そ の 他　Ａ４ファイルに綴じ込み、表紙・背表紙に

会社名を記入
▶問 合 先　役場総務財政課（☎６２－１１１１）

危険物取扱者試験（前期）を実施

▶試 験 日　６月２６日（日）
▶試験会場　皇學館大学
▶試験種類　危険物取扱者試験乙種（全種）と丙種試験
▶申込期間　４月１日（金）～１３日（水）
▶申込・問合先　伊勢市消防本部予防課

　（☎２５－１２６３）

中退共で退職金を

退職金の準備は万全ですか？中退共は中小企業で働く
従業員のための退職金制度を運営しています。
中退共は国の制度なので掛金助成や税法上の優遇な
ど、有利な特色がいっぱいです。安全・確実な中退共制
度（中小企業退職金共済制度）をぜひご利用ください。
▶問 合 先　中退共退職金相談コーナー

（☎０５２－６８１－８９５１）

予防接種はもうお済でしょうか？

６～７月にかけ学校を通じて配布させていただいた日
本脳炎・２種混合の予防接種は、お済でしょうか。
まだ、接種されていない方は、下記の接種年齢内で接
種されることをお勧めいたします。
年齢を過ぎてしまいますと任意接種となり有料となり
ますのでご注意ください。
○日本脳炎　２期　９～１３歳未満
　　　　　　３期　１４～１６歳未満
※２・３期の対象者は１期（基礎免疫）が完了している
方に限ります。
○２種混合　２期　１１～１３歳未満
※１期（２種、または３種混合）が完了している方に限
ります。
▶問 合 先　役場健康福祉課（☎６２－２４１３）

事業主の皆さまへ

労働保険の年度更新を

労働保険（労災保険・雇用保険）の平成１６年度確定
保険料と平成１７年度概算保険料の申告と納付は、お忘
れなく、お早めにお願いします。
▶申告・納付期間　４月１日（金）～５月２０日（金）
▶問 合 先　三重労働局総務部労働保険徴収室

（☎０５９－２２６－２１００）

（№ 476）12



シリーズ今夜の夕食

作
り
方

高齢になってくると、噛む力が

低下したり、飲み込む機能が衰え

てきます。

料理を工夫し、口にやさしく、

また色彩も生かし、バランスの取

れた料理を、心をこめて作り、楽

しい食事を心がけましょう。

かぶら蒸し

●問い合わせは、町保健センター、子育て支援センター（☎62－1112）まで●

子育て支援センターでは、メールでの相談も受け付けています。
メールアドレス　kosodate@town.watarai.mie.jp

４月８日（金）
４月22日（金）
時　間：午前10時～正午
場　所：町子育て支援センター
対　象：保育所に行っていないお子さん

４月18日（月） 一之瀬公民館
４月19日（火） 麻加江生活改善センター
４月25日（月） 中央公民館
時間：午前10時～11時30分ごろ
内容：保育士による手遊び、自由遊び

など
対象：保育所に行っていないお子さん

受　付：午後１時10分～１時30分
場　所：町保健センター
乳児健診の対象：
原則として
•２か月児健診
平成17年２月生まれのお子さん

•７か月児健診
平成16年９月生まれのお子さん

•12か月児健診
平成16年４月生まれのお子さん

育児相談の対象：原則として偶数月生
まれの１歳までのお
子さん

受　付：午後０時45分～１時
場　所：町保健センター
対　象：平成15年８月・9月生まれの

お子さん

❶さわらは、酒、塩をふりかけてしばらくおく。
❷きくらげは、もどしてせん切り、にんじんもせん切りにしてゆでる。
❸かぶは、皮をむいてすりおろし、水気を軽くしぼって、卵白と混ぜ合
わせる。

❹小さいバットにさわらを並べて③をかけ、にんじん、きくらげをのせ、
蒸し器で１２分ほど蒸す。

❺Ａでかけ汁を作る。
❻④を器に盛り付け、⑤をかけ、ゆでたみつばを散らす。

地区巡回広場わたぼうし

乳児健診および育児相談
４月27日（水）

１歳６か月児健康診査
４月６日（水）

わたっこ広場開放

おめでた

介 護 食
度会町食生活改善推進協議会

作
り
方

おくやみ

１月中に届出のあった方 （敬称略）

 子の名前 保護者名 字名
杉本　藍

あい

香
か

 晴紀 大野木
小森　雛

ひな

 功 川　上
鳥羽　花

か

音
おん

 幸也 平　生

材料（４人分）
さわら（１切れ60ｇ） ４切れ
酒 大さじ１
塩 小さじ３分の１
きくらげ ４ｇ
にんじん 20 ｇ
かぶ 160 ｇ
卵白 １個分
　　だし汁 ８０㏄

Ａ　しょうゆ 大さじ１
　　みりん 大さじ１
　　片栗粉 少々
みつば 12 ｇ

１月中に届出のあった方 （敬称略）

 名　前　 年齢 字名
山口　操 ８５ 葛　原
神森　光代 ９８ 脇　出
杉本　幸太郎 ９１ 棚　橋
尾嵜　昌之輔 ８９ 當　津
坂本　梅次郎 ９３ 大久保
小岸　博美 ５５ 下久具
下里　正直 ９２ 牧　戸

わが家のエンジェル大募集！
４月以降に満１歳を迎える子どもさんの写真募集しています。

▶問合先
　防災・情報課（☎62－2421）

受　付：午後０時45分～１時
場　所：町保健センター
対　象：平成13年９月生まれのお子

さん

３歳６か月児健康診査
４月６日（水）

わが家のエンジェル大募集！（№ 476）13
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去る２月 11 日、一之瀬神社で、今もなお大切に受け
継がれている伝統芸能の獅子神楽が行われました。
境内に集まった人たちは、獅子の口に頭をかんでもら

い、災厄をはらい、健康であることを願っていました。
獅子舞は、このほかに２月５日に下久具海蔵寺で、12

日に棚橋コミュニティーセンターで、お頭神事として行
われました。
いずれも無病息災や悪魔退散を願い行われ、それぞれ
に特色のある舞を披露していました。

一
日
一
歩

風
の
香
り
に
春
を
感
じ
つ
つ
空

を
見
上
げ
る
と
、
飛
行
機
の
大
き

さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

中
部
国
際
空
港
が
開
港
し
た
こ

と
を
、
遠
く
の
話
だ
と
思
っ
て
い

た
ら
、
実
は
す
ぐ
近
所
の
話
だ
っ

た
の
で
す
ね
。

展
望
風
呂
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

が
あ
り
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
よ
う

な
空
港
へ
、
飛
行
機
に
乗
ら
な
く

て
も
、
ぜ
ひ
一
度
行
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

町のうごき
人　口 男　4,572（－ 5） 出生　 3

女　4,830（＋ 1） 死亡　 7
計　9,402（－ 4） 転入　18
世帯数2,741（＋ 4） 転出　18

今 月 の 表 紙

平成17年１月31日現在
（　　）内は前月比

奥　田　　実
みのる

 さん（大野木） 20歳／B型

中央大学２回生、度会町を離れ、東京で寮生活を

しています。今年正月の『箱根駅伝』で８区に出場、

区間賞を獲得しました。

大学生活は
今のところ勉強にもスポーツにも充実して
います。

『箱根駅伝』の

感想は

すごく緊張しました。あんなに沢山の人が、
沿道で応援していると思いませんでした。と
にかくびっくりだらけでした。

走るきっかけは
三重高の恩師である市武則先生の勧めでは
じめました。

なぜ陸上が

好きか

練習はきついが、練習後の達成感がすごく
いいからです。

休日は
休養にあてたり、友達と買い物に行ったり
しています。

趣味は 読書と音楽鑑賞です。

将来の夢は オリンピックに出場することです。

度会町の好きな

ところは

自然がたくさんあって、町の人が親切なと
ころです。


